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令和元年度　一般社団法人神緑会

臨時（社員）総会並びに学術講演会プログラム

日付 令和２年２月１日（土）

場所 神戸大学医学部附属病院 外来診療棟６F 大講義室

■ 開会の挨拶　（15：00）

■ 物故会員への黙祷

■ 令和元年度一般社団法人神緑会臨時（社員）総会　（15：10－15：40）
◦議長による開会宣言
◦議事録記名人の選出
１．委員会報告等
２．審議事項
　１）令和２年度　事業計画について
　２）令和２年度　予算について
　３）その他

■ 新任教授・栄誉者紹介　（15：40～16：15）

　　≪休　憩≫

■ 新春学術講演会
１．講演　『臨床システム神経科学による脳病態の解明』　（16：25～16：55）
　　　　　　神戸大学大学院医学研究科	内科学講座	脳神経内科学分野	教授
　　　　　　　　松　本　理　器（特別会員）

２．講演　『医師の働き方改革　～ダイバーシティを受け入れる～』　（16：55－17：25）
　　　　　　製鉄記念広畑病院　内科・消化器内科　部長
　　　　　　　　大　内　佐智子（平成元年卒）

３．講演　『医者からみた「ミツバチ」の話』　（17：25－17：55）
　　　　　　垂水区医師会副会長　医療法人社団藤井内科クリニック院長
　　　　　　　　藤　井　芳　夫（昭和54年卒）

■ 閉会の挨拶　（17：55）

■ 情報交換会（於：神緑会館多目的ホール）　（18：10	～20：00）
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記念式典 及び 祝賀会

神戸大学医学部では、神戸大学医学部医学科創
立75周年・神戸病院創立150周年記念式典・記
念講演及び祝賀会を、去る９月１日（日）に神戸
市内のホテルで開催しました。
記念式典には、武田廣学長、藤澤正人医学部長、
平田健一医学部附属病院長、木戸良明一般社団法
人神緑会（同窓会）会長をはじめ、国会議員、兵
庫県議会議員、神戸市議会議員、市町村長、関係
病院長、神緑会員、名誉教授、学生など、約1,000
名の参加がありました。
はじめに藤澤医学部長が式辞で、医学部医学科
及び医学部附属病院の支援への感謝とともに、こ
れまで取り組んできた「科学者」
としての視点を持つ医師及び先端
的・学際的研究を推進できる研究
者の養成について、また、今後も
社会貢献できる優秀な医師、研究
者の育成に向けて尽力していくこ
とを述べました。
続いて武田学長からは、医学部
及び附属病院が発展し、多方面か
らの信頼を築いてこられたことに
対する感謝と、これからの神戸大
学の発展のために教職員のますま

すの努力と、来賓の皆様への一層の力添えをお願
いする挨拶がありました。
また、柴山昌彦文部科学大臣、根本匠厚生労働
大臣、井戸敏三兵庫県知事（以上、3名は代読）、
寺﨑秀俊神戸市副市長、空地顕一兵庫県医師会
長、家次恒神戸商工会議所会頭からは、それぞれ
祝辞が述べられました。
記念講演では、医学部の卒業生で、2012年の
ノーベル医学生理学賞受賞者の山中伸弥京都大学
iPS細胞研究所長・教授を招き、「iPS細胞研究の
現状と医療応用に向けた取り組み」と題し、これ
までの研究者としてのエピソードやiPS細胞を
使った再生医療研究の取組について、時折ユーモ
アを交えて講演され、会場の参加者は笑いに包ま
れながらも、熱心に耳を傾けていました。
記念講演の後は、参加者全員で記念撮影を行
い、その後の祝賀会では、神緑会混声合唱団と神
戸大学医学部クラシック愛好会による合唱や演奏
が披露され、終始和やかな雰囲気のなか、最後に
木戸神緑会会長の挨拶で締めくくられ、盛大に会
は執り行われました。

神戸大学医学部医学科創立75周年・神戸病院創立150周年記念式典を開催

4

Shinryokukai News Letter 



本日は、お忙しい中、文部科学省、厚生労働省、兵
庫県、神戸市をはじめ日頃より神戸大学医学研究科・
医学部、ならびに附属病院の教育研究診療、病院運営
にご支援を頂いております多数の皆様方にご臨席賜り
まして厚く御礼申し上げます。
さて、神戸大学医学部医学科は、	昭和19年に母体
である兵庫県立医学専門学校が設立されてから本年で
75周年、また、医学部附属病院は明治２年に兵庫県
立医学専門学校の創立母体となった神戸病院が設立さ
れてから150周年を迎えます。本日、このようにして
記念式典を執り行うことができますのも、ひとえにご
臨席の関係の皆様方のこれまでのご支援とご尽力のお
かげであり、心より感謝申し上げます。
医学部医学科では、医学・生命科学分野の幅広い高
度な専門的知識・技術を身に着け、高い倫理観並びに
旺盛な探究心と想像力を有する「科学者」としての視
点を持つ医師及び先端的・学際的研究を推進できる研
究者を養成しています。最近では、学部入学段階から
卒業・大学院までの一貫した教育の取組として
MDPhDコースや基礎医学研究医特別コースを設け、
基礎医学研究者の育成を積極的に行っております。ま
た、兵庫県との連携により医師不足地域の地域医療充
実のための医師確保に向けた地域特別枠を設け、熱意
をもって地域医療を担う医師の育成にも取り組んでき
ております。
一方、医学研究科では、医学・生命科学領域におけ
る先端的な基礎医学研究や高度医療を目指した創薬や
医療機器開発につながる臨床研究を推進し、国内外の
研究機関や産官との連携のもと社会実装につながるイ
ノベーション創出を目指しています。また、大学院教
育におきましては、卓越した研究指導を行うとともに
「医学・生命科学を担う国際的に優れた医学研究者」
並びに「リサーチマインド及び高度な臨床技能を兼ね
備えた臨床医（高度専門職業人）」を養成しています。
さらに、医学研究科・医学部では、インドネシアな
ど国際共同研究の拠点を基盤にしてASEAN諸国と連
携し国際貢献事業に尽力する一方で、アジアのみなら
ず欧米との学生・医師の国際交流事業を推進し国内外
で活躍できるグローバルかつ優秀な人材の育成にも努

力してきております。
また、地域との連携において医学研究科・医学部と
附属病院は、兵庫県、神戸市をはじめ地域の医療機関、
研究機関ならびに企業と密接に連携して兵庫県におけ
る基礎並びに臨床研究の中核的役割を担い、先進的医
療の開発・研究を推進するとともに兵庫県下の地域医
療の向上に努めて参ります。
本日記念講演をしていただきます、ノーベル医学生
理学賞・学士院賞を受賞されました、京都大学iPS細
胞研究所	所長	山中伸弥教授も本医学部の卒業生であ
りますが、これまで多くの優秀な卒業生が全国の大学
や医療研究機関で臨床医、あるいは研究者として活躍
され、また、一方では、兵庫県をはじめ全国の病院あ
るいは医院などの医療の第一線で臨床医として、さら
には医療行政において貢献されてきており、神戸大学
医学部として大変誇りに思っています。今後も一人で
も多くのこのように社会に貢献できる優秀な医師、研
究者の育成に尽力してまいります。
最後になりましたが、本日のこの式典を機に、皆様
方に引き続きさらなるご支援・ご協力を賜り、神戸大
学大学院医学研究科の基礎分野、臨床分野、附属病院
が一丸となって研究力、教育力、診療力、組織力を高
め、地域そして国際的に貢献できる卓越した医学研究
科・医学部・附属病院として飛躍できるよう努力して
参る所存でございます。
本日は、誠にありがとうございました。
以上で私の式辞の挨拶とさせて頂きます。

記念式典　式辞
神戸大学大学院医学研究科長・医学部長　藤澤　正人（昭和59年卒）
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医学部医学科の歴史と現状

神戸大学の沿革

1902年（明治35年）
神戸高等商業学校

1869年（明治2年）
神戸病院

1944年（昭和19年）
兵庫県立医学専門学校

神戸大学医学部の沿革

1869年 （明治2年） 神戸病院

1882年 （明治15年） 兵庫県立神戸医学校

1888年 （明治21年） 閉校

1944年 （昭和19年） 兵庫県立医学専門学校

1946年 （昭和21年） 兵庫県立医科大学

1952年 （昭和27年） 兵庫県立神戸医科大学（改称）

1958年 （昭和33年） 大学院医学研究科（博士課程認可）

1964年 （昭和39年） 神戸大学医学部（国立移管）

1979年 （昭和54年） 付属医学研究国際交流センター設置

1994年 （平成6年） 医学部保健学科設置

2001年 （平成13年） 大学院医学系研究科（部局化）、新病棟竣工

2003年 （平成15年） バイオメディカルサイエンス専攻（修士課程）設置

2004年 （平成16年） 国立大学法人に移行（独立行政法人）

2019年 （平成31年） 神戸病院創立150周年、医学部創立75周年

1964年（昭和39年）
国立移管神戸大学医学部

神戸大学医学部医学科長　匂坂　敏朗（平成７年卒 特別会員）

神戸大学は、1902年の神戸高等商業学校を創立の
起点とした10学部15研究科を有する総合大学であり
ますが、その中でも医学部の歴史は古く、神戸大学医
学部の母体となった神戸病院は、兵庫県置県とほぼ同
時期の1869年に開院されました。神戸病院には医師
養成を担う医学伝習所が併設され、それが1876年に
神戸病院附属医学所、1882年に兵庫県立神戸医学校
へと発展していきました。1888年に政府の官費以外
での医師養成を禁ずるという方針により、兵庫県立神
戸医学校は閉校の憂き目にあいました。1944年に兵
庫県によって、兵庫県立医学専門学校として復活し、
1946年に兵庫県立医科大学、1952年に兵庫県立神
戸医科大学、1964年に国立移管され、現在の神戸大
学医学部になりました。本年2019年に、神戸病院創
立から150年、医学部創立（兵庫県立医学専門学校創
立）から75年を迎えました。
この医学教育の歴史の中で、1961年から学生全員
に科学的素養、リサーチマインドを身につけることを
目的として、学生全員が基礎医学の研究室で研究活動
を行う実習、基礎配属実習を行って参りました。その
中で特筆すべきこととして、1969年に西塚泰美先生
が神戸大学に着任されました。西塚研究室で、本学の
卒業生である高井義美先生が学生時代から研究を開始
し、西塚先生のご指導のもと、細胞
内シグナル伝達研究において極めて
重要であるリン酸化酵素プロテイン
キナーゼCを発見、またその活性化
メカニズムを発見し、それが化学発
がん物質ホルボールエステルによる
がん化の本体であることを明らかに
しました。その功績により西塚先生
は、文化勲章、ラスカー賞を受賞し、
ノーベル賞の候補として挙げられて
おりました。学生の間で、研究で世
界を驚かせる、世界と戦える、毎日
がオリンピックということが根付き
まして、この基礎配属実習を継承、
継続して参りました。それがついに
結実して、本学の卒業生である山中

伸弥先生がiPS細胞を創出し、ノーベル賞を受賞され
ました。
こうしたことを背景に、医学科は使命「世界に開か
れた国際都市神戸に立地する大学として、豊かな人間
性、高い倫理観ならびに高度な専門知識・技能を身に
つけ、旺盛な探求心と創造力を有する科学者としての
視点を持ち、地域への貢献を含めたグローバルな視野
で活躍できる医師及び医学研究者の養成を積極的に推
進する。」を定めまして、科学者の視点というのを先
人から継承し、大事にしております。医学や医療は
人々の健康や生活に密接に関わるものですから、それ
ぞれの場面において必ず解決しなければならない未知
の問題が起こってきます。未知の問題に向き合った
時、既存の知識や技術では解決出来ません。その時に、
科学的な考え方をもって解決の方法を導き出せる、切
り開くことができるリーダーとなる医師、医学研究者
を育成するという意味を込めております。
医学科の現状ですが、基礎配属実習は進化し、学部
教育・大学院教育・卒後臨床研修をシームレスに融合・
接続した医学研究教育（基礎医学研究医養成プログラ
ム）を実施しております。年間30名を超える学生が
研究をしており、第二、第三の山中先生、高井先生が
近い将来に出てくるものと確信しております。国際化
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を目的として、終戦直後の1946年から金子敏輔先生
が医学英語を開始され、さらに本学の卒業生である高
階經和先生が発展され、現在へと継承しております。
その教育が結実して、現在では年間50名を超える学
生が海外の様々な大学で臨床実習をしております。創
立時から兵庫県と密接な関係があるのですが、現在で
は兵庫県からのご支援による地域特別枠の学生、さら
には地域医療学部門を設置していただき、充実した地
域医療教育をしております。医師プロフェッショナリ
ズム教育の一つとして、４年次の学生に臨床実習前に

医師になる心構えを宣誓する白衣式を行っておりま
す。医師、医学研究者にとって必要不可欠である豊か
な人間性や社会性、高い見識や倫理観を身につけるよ
う教育しております。
新しい令和の時代、将来、医学科はさらに多くのそ
れぞれの分野で世界をリードする医師、医学研究者を
育成していく所存です。そのためには皆様方のお力が
是非とも必要です。今後とも変わらぬ一層のご支援、
ご協力、何卒よろしくお願い申し上げます。

神戸大学医学部医学科の使命

世界に開かれた国際都市神戸に立地する大学とし

て、豊かな人間性、高い倫理観ならびに高度な専門

知識・技能を身につけ、旺盛な探求心と創造力を有

する科学者としての視点を持ち、地域への貢献を含

めたグローバルな視野で活躍できる医師及び医学研

究者の養成を積極的に推進する。

特に、学部入学段階から卒後・大学院までの一貫

した取組により基礎医学研究者の育成を行う。

基礎医学〜脈々と継承される生命科学研究

神戸大学医学部医学科医学教育の系譜

J Biol Chem. 2010 Oct 29; 285(44): e15–e16. 

西塚泰美教授 山中伸弥教授
文化勲章 (1988）
The Albert Lasker Basic Medical Research Award (1989) 

The Kyoto Prize (1992)

文化勲章 (2012）
The Albert Lasker Basic Medical Research Award (2009) 

The Nobel Prize in Physiology or Medicine 2012

神戸大学医学部医学科
昭和61年卒業

The Nobel Prize in Physiology or Medicine 2012 was

awarded jointly to Sir John B. Gurdon and Shinya Yamanaka

"for the discovery that mature cells can be reprogrammed to 

become pluripotent."
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医学部附属病院の歴史と現状

神戸大学医学部ホームページに掲載されているよう
に、神戸大学医学部附属病院の前身である神戸病院は
明治２年に開院、15年に県立神戸病院となり、33年
には現状近くの中央区楠町６丁目に新築、移転となっ
た。昭和５年に病院本館が竣工し、神戸大学医学部の
設置に伴い、国立移管が行われ、42年に神戸大学医
学部附属病院と改称となった。昭和58年に中央診療
棟、61年に外来診療棟・臨床研究棟が竣工した。さ
らに平成時代になり、平成６年に第二病棟、13年に
第一病棟が竣工した。29年国際がん医療・研究セン
ター（ICCRC）が設置され、令和元年７月に救命救
急センターが設置された。
附属病院では、平田健一病院長のご指導の下、６つ
の基本理念（患者中心の医療の実践、人間性豊かな医
療人の育成、先進医療の開発と推進、地域医療連携の
強化、災害救急医療の拠点活動、医療を通じての国際
貢献）をもとに934床（一般病床888、精神病床46）
が運営され、ICCRCでは味木徹夫センター長の下60
床で運用されている。
手術件数は平成20年代前半には6,500件/年程度で
あったが、杉村和朗元病院長、藤澤正人前病院長のご
尽力により、平成26年には手術室が13室から17室に
増室となり、件数も約8,800件と増加した。しかし、
そこで頭打ちとなっていたのだが、平成29年に
ICCRCが設置され、手術件数は10,000件を越えるよ
うになった。診療報酬額も15年間で倍増となり、平
成30年度実績（ICCRC込み）で354億円を越えてい
る。
現在附属病院として最も力を入れている一つが、臨
床研究中核病院の認定取得で、今年度秋の申請に向け

準備中である。また、国際化の推進を図るため平成
29年度に医学部附属病院インターナショナル・メディ
カル・コミュニケーション・センター（IMCC）が設
置され、平成30年度には神戸市からの委託でIPRD
（International	Patient	Reception	Desk）を設置し、
外国人患者受け入れの推進を行っている。地域との連
携では、ポートアイランド地区の医療エリア、研究開
発エリアとの連携を図り、平成29年度に「統合型医
療機器研究開発・創出拠点（通称MeDIP：Medical	
Device	Innovation	Platform）」を神戸医療産業都市
内に神戸国際医療交流財団と開設し、国産医療用ロ
ボット等革新的医療機器開発に取り組んでいる。
兵庫県とは、地域医療循環型人材育成プログラムや
地域医療活性化・地域医療人材育成プログラムで連携
し、リハビリテーション機能回復学分野	（24年度か
ら）など５分野の寄附講座の設置を頂いた。地域医療
活性化センターでは、兵庫県と大学が一体となって、
医師、看護師をはじめとしたメディカルスタッフの卒
前から卒後に係る教育研修を一貫して実施することに
より、県内における地域医療に必要な人材の養成を
図っている。
神戸市からも小児科学分野こども急性疾患学部門

（平成21年度から）など３つの寄附講座の設置を頂い
ている。令和元年には神戸市難病相談支援センターの
委託を受け、活動中である。
このように、多くの先人、兵庫県や神戸市等自治体、
関係病院や企業などとの連携・協力、現在のスタッフ
の努力を通じて質の高い医療の提供が可能となってい
る。附属病院の発展に尽力いただいた皆様に感謝した
い。

神戸大学医学部附属病院副病院長　西村　善博（昭和58年卒）
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１．記 念 式 典　　午後２時～　神戸ポートピアホテル（ポートピアホール）	
開式の辞	
式　　辞	 神戸大学大学院医学研究科長・医学部長	 藤澤　正人	
挨　　拶	 神戸大学長	 武田　　廣	
来賓祝辞	 文部科学大臣	 柴山　昌彦	様	
	 厚生労働大臣	 根本　　匠	様	
	 兵庫県知事	 井戸　敏三	様	
	 神戸市副市長	 寺﨑　秀俊	様	
	 兵庫県医師会長	 空地　顕一	様	
	 神戸商工会議所会頭	 家次　　恒	様	
医学部医学科の歴史と現状	 神戸大学医学部医学科長	 匂坂　敏朗	
医学部附属病院の歴史と現状	 神戸大学医学部附属病院副病院長	 西村　善博	
閉式の辞	

２．記 念 講 演　　午後３時10分～　神戸ポートピアホテル（ポートピアホール）	
「iPS細胞研究の現状と医療応用に向けた取り組み」 
	 京都大学iPS細胞研究所	所長／教授	 山中　伸弥	様	
	 　 	座長　一般社団法人	神緑会	顧問	 前田　　盛	

３．記 念 撮 影　　午後４時～	神戸ポートピアホテル	（大輪田の間）	

４．記念祝賀会　　午後５時～	神戸ポートピアホテル（大輪田の間）	
開会の辞	 神戸大学医学部附属病院長	 平田　健一	
来賓祝辞	 兵庫県知事	 井戸　敏三	様	
	 神戸市長	 久元　喜造	様	
	 神戸市医師会長	 置塩　　隆	様	
合　　唱　　　「あけゆく大空六甲に」	
　　　　　　　（作詞：波多野輔久（元教授）作曲：和田　　勇（昭和38年卒業））
	 神緑会混声合唱団	
乾　　杯	 名誉教授	 望月　眞人	
合　　唱　　　「Ave	Mar ia」（作曲：和田　　勇）	 神緑会混声合唱団	
合唱・管弦楽　「神戸大学医学部	学歌（候補曲）」
　　　　　　　（作詞作曲：三條みどり（平成11年卒業）編曲：パブロ・エスカンデ）	
　　　　　　　「『カヴァレリア・ルスティカーナ』より間奏曲」
　　　　　　　（作詞：マッツォーニ	作曲：マスカーニ	編曲：青山　伸郎（昭和55年卒業））	
	 神緑会混声合唱団・神戸大学医学部クラシック音楽愛好会	
閉会の辞	 一般社団法人	神緑会	会長	 木戸　良明

神戸大学医学部医学科創立75周年・神戸病院創立150周年
記念式典及び祝賀会プログラム 
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記念式典
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